
仕　 様　 表

(ＲＵＷ－ＳB１８００２Ｖ－Ａ)

チリングユニット(水冷式)

形 名 RUW-SB18002V-A (MPa) OFF:1.42

項 目 (MPa) OFF:0

(kW)(注1) 180 ○高圧スイッチ ○断水センサー

ﾌﾞﾛﾝｽﾞｿｫﾙﾄ(ﾏﾝｾﾙ5Y5.9/0.8) ○圧縮機オーバーロード

(mm) 1,900 ○逆相防止リレー

(mm) 1,740 ○溶栓

(mm) 900 ○マイコンコントローラ

(kg) 1,790 (低圧保護、油圧保護、凍結防止、タイムガード、

(kg) 1,903  圧縮機ﾓｰﾀ過熱防止、低水量)

400V-3φ-50Hz (Ａ) 100Aフランジ(JIS10K)

(Ａ) 58 (Ａ) 100Aフランジ(JIS10K)

(kW) 35.7 (Ａ) PT8Aメネジ

(％) 89 (Ａ) PT8Aメネジ

(Ａ) 128 (Ａ) 100Aフランジ(JIS10K)

スター・デルタ始動 (Ａ) 100Aフランジ(JIS10K)

半密閉スクリュー形 (Ａ) PT8Aメネジ

(kW・極数) 45(2P) (Ａ) PT8Aメネジ

シェルアンドチューブ式 (Ａ) PT15Aオネジ

(l/min) 618 (Ａ) 100

(kPa) 42 (Ａ) 75

(℃) 25～45 撚線38mm
2

シェルアンドチューブ満液式 撚線38mm
2

(l/min) 517 (KVA) 56

(kPa) 30 (ﾄﾝ) 17.0

(l) 790 不要

(℃) 5～20 (注１) 定格冷却能力および電気特性は､

電子膨脹弁 JIS B 8613条件による。

HFC134a・45 冷水入口温度 12℃，

(l) 21 冷水出口温度 7℃，

(％) 100-83-70-54-45-23-0 冷却水入口温度 30℃，

付 冷却水出口温度 35℃

ﾏｲｺﾝｺﾝﾄﾛｰﾗによる出口水温制御 (注２) 電源電圧は変動があった場合でも､

付 ±10％を超えないようにすること｡

運転・故障ランプ付 (注３) 水冷却器・凝縮器

運転・故障 常用圧力 ： 0.98MPa 以下

耐圧圧力 ： 1.47MPa 
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－ 注記 －

水冷スクリューチラーの据付け・ご使用にあたっては、以下の注記のほか

技術資料および取扱説明書に記載してある内容を充分にお読みください。

適用機種

RUW-SB18002-A/B

RUW-SB20002-A/B

RUW-SB25002-A/B

RUW-SB30002-A/B

　　　　　　　　　　　　　RUW-SB33502-B

RUW-SB35502-A/B

RUW-SB40002-A/B

RUW-SB50002-A/B

RUW-SB60002-A/B

(1) 電源について

 設計条件時の入力に比較し、運転立ち上がり時の入力は、非常に大きな値となります。

従って電源容量は、別表“電気特性表”の電源トランス容量(kVA)以上が必要になります。

 電源電圧の変動は、圧縮機始動時の電圧降下も含み、定格電圧の±１０％の範囲で使用してくだ

さい。電源電圧間の電圧不平衡は２％以内で使用してください。

(2) 始動特性および配線遮断器選定について

スクリューチラーは、圧縮機始動方法として、　オープン　トランジション　スター・デルタ始動方式

を採用しております。オープン　トランジション　スター・デルタ始動方式は、一般的なスター・デル

タ始動方式ですが、スター結線からデルタ結線に切り替わる際、電動機と電源側が一旦開放にな

り、瞬間的に電路が絶たれることにより、デルタ切換時に過渡的に突入電流（インラッシュ電流）が

流れることが知られています。（下図参照）

オープン　トランディション　スター・デルタ始動特性

また、この突入電流は、理論上、デルタ結線時の拘束電流の最大４倍が流れる可能性があります。

０

０

０

０

時間

電源開放

デルタ結線に切換

突入電流始動電流（スター結線時）



30SKB000-1-0304(2/3)

＜＜配線遮断器選定上のご注意＞＞

a. 瞬時引きはずし機構を持つノーヒューズ配線遮断器を使用する場合は、必ず 20ms(0.02 秒)以

内に引きはずすことのない配線遮断器を使用してください（20ms(0.02 秒)以内に動作しますと、

突入電流により遮断器が落ちます）。20ms(0.02 秒)以内に引きはずし、ブレーカにて圧縮機停

止を繰り返しますと、圧縮機が過熱し、焼損します。

b. 配線遮断器サイズは、製品の過負荷時の運転電流を加味した選定を行う必要があります。製

品の仕様表・技術資料または取扱説明書に記載の指定容量のものを必ず使用してください。

(3) 冷水および冷却水流量

 範囲外で使用すると、クーラの局部凍結や、能力低下を招きます。また、冷却水も凝縮器内チュー

ブの侵食、スケール付着の原因になりますので、使用範囲内としてください。

(4) 最小保有水量

 冷水の温度変化がはげしく頻繁に発停を繰り返すと、ユニットの寿命に影響を及ぼします。

 冷水保有水量は、系内最小保有水量以上を確保するタンクまたは配管系を設けてください。また、

保有水量の計算は、配管流路で、最も水量が少なくなる部分で計算してください。

（ヘッダー間でバイパス管がある場合。三方弁でバイパスしている状態等）

(5) 周囲温度５℃以下での冷却運転を行う場合には、年間運転（特殊仕様対応）対応をする必要があ

ります。

(6) 水熱交換器および水配管の凍結事故を防ぐ為、長期間停止される場合は、ユニットの電源を落と

して、水熱交換器および水配管を不凍液で満たされるか、または、完全に水抜きを行なってくださ

い。

(7) 圧縮機油圧を確保する為、冷却水出口温度は、必ず２５℃以上で運転してください。特に、冬期の

運転では三方弁制御、中間期ではクーリングタワーファンの発停制御等により、冷却水の温度コン

トロールを行ってください。

(8) ユニット始動（プルダウン運転）時に、冷水出口温度が使用範囲外であっても、２５℃以下で運転す

るようにしてください。水蓄熱等で保有水量が多い場合で、１時間以上経過後も使用範囲内になら

ない場合は、３方弁等を設け使用範囲内になるようにしてください。

なお、２５℃より高い温度で運転されますとユニットが独自に判断を行い、運転待機状態、又は故

障停止することがあります。

(9) 循環ポンプはユニット毎に水熱交換器の入口側に取り付けてください。また、ポンプ停止時に水熱

交換器内の水が排出されないよう、必要により、逆止弁等を設置してください。

(10) 水熱交換器への異物の流入を防ぐためにクーラ及び凝縮器それぞれの入口側配管接続部には、

２０メッシュ程度のストレーナを必ず取り付けてください。

(11) 圧縮機オイルフィルタ

圧縮機には、オイルフィルタを内蔵しています。このオイルフィルタは、定期的に交換する必要があり

ます。交換時期がまいりましたら、お買い求めの販売店・弊社支社店にご連絡ください。

a. オイルフィルタ初期交換

 据付け運転開始後、圧縮機運転時間が1,000時間を超えた時、または６ヶ月経過した時。
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b. オイルフィルタ定期交換

 上記にて交換後、圧縮機運転時間4,000時間ごと、または２年毎のどちらか早く満了した場合。

c. 上記以外にも制御基板のLED表示に、”A L t”が点滅表示した場合。

(11) 一日の運転/停止操作回数は、原則的には３回以内とし、頻繁な運転/停止は避けるようにしてく

ださい。また、複数台のユニットを群発停により、能力制御またはローテーションを行う場合は、特

殊仕様対応が必要になります。“スクリューチラー台数制御（群発停）についての注意”を参照くだ

さい。

(12) 冷却水および冷水ポンプの運転には、ユニットのポンプ運転用信号を用いてください。（ポンプ連

動端子は、クーラ凍結防止動作として、ユニット停止直後の残留運転および、ユニット停止時に、

水温を検知した自動間欠運転を行います）また、ポンプインターロック回路は、必ず冷却水、冷水

ポンプコンタクタおよびフロースイッチを直列に結線し配線してください。

(13) 冷却水および冷水系の水質管理

 冷却水および冷水系の水質低下は、腐食やスケールの発生原因となり、機械の性能低下や腐食

事故につながりますので、日常の水質管理を確実に行なう必要があります。又、必要に応じ防食

薬剤の添加、脱気処理など有効な防食対策を施してください。

 尚、水質基準項目および基準値については、日本冷凍空調工業会“冷凍空調機器用水質ガイドラ

イン”（JRA-GL-02-1994)を満足してください。

(14) 保冷部表面に結露することがあります。結露を防ぐ為には「現地保冷施工要領書」を参照のうえ、

現地にて保冷施工を施す必要があります。また、ユニット基礎部の外周に排水溝を設けてくださ

い。










